



















群の下顎頭を摘出 し,10%中性緩衝 ホルマ リン
にて固定 して試料 とした。EDTAにて1週間脱灰 し,









14日後 に軟骨層の厚 さに増加が観 られた。軟骨
基質でのアルシアンブルー染色は対照群 と比較 し




核が染色 され,対 照群 と比較 して非機能側では陽








軟骨基質が染色 され,対 照群 と比較 して非機能側
群 では3日後,7日後,14日後において染色性 が
減少 した。 また機能側 では14日後に染色性が増
加 した。TypeXcollagen抗体では,肥 大層の軟骨
基質が染色 され,対 照群 と比較 して非機能側群で
は全ての実験期間において染色性が減少 した。ま
た機能側 では,14日後 に染色性 が増加 した。 臼
歯 を喪失 した下顎頭軟骨では,軟 骨層の厚 さの変
化 とともに,軟 骨細胞の分化,増 殖 に変化が認め
られることが示唆 された。
【結 論】臼歯の喪失は,下 顎頭軟骨の軟骨代謝
に変化を及ぼすことが明らかになった。
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